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聖書には， 神の國は「見よ，ここにある」
「あそこにある」などとも言えない．神の國
は，實にあなたがたのただ中にあるのだ」(ル
カ17:2)と記錄されている．だから，高い山
でも荒野でも，庵に居ても宮闕で暮らして
も，神樣がおいでになる所が何處も天國なの
である．神樣がおいでになる所が天國であっ
て死んだ人が行く所が天國ではないと聖書は
はっきりと記錄している．だから聖書に神樣
は生きている者の神樣であって，死んだ者の
神樣ではないと釘をさして置かれた．

天國に入る資格は神樣に生まれ變わらなければ
ならない
神樣がおいでになる所が天國という言葉

は，これを反對に解釋すると，神樣だけが天
國にお入りになるのであって罪人は天國に入
ることが出來ないという話である．これが聖
書のロ－マ人への手紙6章23節に「罪の支拂う
報酬は死である」と明らかに記錄されてい
る．人が死ぬことは罪の値に因って死ぬので
罪を犯せば地獄に行くという話なのである．
イザヤ書34章16節には「あなたがたは主の

書をつまびらかにたずねて，これを讀め．こ
れらのものは一つも缺けることなく，また一
つもその連れ合いを缺くものはない．これは
主の口がこれを命じ, その靈が彼らを集めら
れたからである」と記錄されている．この世
の中の學問も理屈が合ってこそ眞理の學問で
あると言える．故に“連れ合い”が合わない事
はエホバのお話ではないという反對の意味に
なる．

神樣は罪を許す權能をお持ちになっている．
ところが，創世記の3章3節には「ただ，園

の中央にある木の實については，これを取っ
て食べるな，これに觸れるな，死んではいけ
ないから」という罪を犯せば必ず死ぬと約束
されている．罪を犯せば死ぬから罪を犯すな
と言われたのである．
罪を解決して罪を許すことが神樣の目的で

あるのに，イエスに罪を許す權威があったら
イエスを仰ぎ見ていた人たちが「おぉ!，主
よ!，信じます」と信仰告白をする者達を死な
ないようにしてこそ理屈に合うのである．
キリスト敎二千年の歷史以來, 人が全て死

ぬのを見れば，イエスは罪を許す權能が無か
ったことが分かる．
新約聖書のマタイ福音書16章21節，マルコ

16章19節など多くの章句に記錄されているの
は, イエスが死んでから三日目に生き返って
天に昇ったと言うことである．もし，それが
事實ならイエスを信じる人達全てが死んで三

日後に再び生き返ってイエスと同樣に天に昇
ってこそ, イエスが死後墓に閉じこめられ, 三
日目に復活したと言うことが立證されるので
ある．

聖書の目的は人が死なず，生きて永生すること
聖書全體くまなく探して人がどうして死ぬ

ようになり，人が死なない秘訣が書かれてい
ることを見つけ出す者が，聖書を敎える資格
があると言える．聖書の目的が“救い”と“永
生”にあり，天國に入ることにあるのであっ
て，イエスを信じる事が天國に行く資格であ
ると言う言葉が舊約聖書には記錄されていな
い．
新約聖書には天國に行く資格を「聖靈に生ま

れ變わってこそ救われる」という句節があ
る．
これは「神樣に甦れ」と言うお話である．聖

靈は神樣であり，神樣に再び生まれ變われば
神樣になる．これは，人に神樣になれという
お話である．また，聖書には，神樣の中で行
なえ!と有るのは，あなたは神樣の心を抱け
というお話である．
しかし，現在私の主體意識が魔鬼の靈なの

で，神樣の中で行なうことが出來ないのであ
る．私が神樣になってこそ, ようやく神樣の
中で行なうことが出來るのである. だから，
神樣の中で行なえという言葉もやはり神樣に
なれという意味である．
また，神樣の心を抱けと言うのだが，犬に

10年を敎えても，人の心を抱くことは出來な
い．同じように「私」という主體意識が神樣に
化する前には神樣の心を抱く事が出來ないの
である．それ故に，この話も人に「神樣にな
れ」という意味なのである．“聖靈に甦れ”と
いう言葉と“神樣の心を抱け!”という言葉と

“神樣の中で行なえ!”という話を知りなが
ら，人に“神樣になれ!”というその深い眞理
が分からない者は，聖書を論ずる資格が無
い．

もともと人は神樣であった．
聖書も人を稱して神樣の息子であると言っ

ている．また，アダムとイブが神樣の形像を
被ったら神樣と全く同じ存在であったという
言葉になる．
このように聖書には簡單に記錄されている

が，神學校4年の過程を終わって，再び神學
大學院3年過程を履修して，また日本に行っ
て神學校を出て，アメリカに行って神學院を
出てもこれが分からない．幾らたくさん勉强
しても, 分からないようになっている．
だから，聖書には「あなたがたのうちには，

キリストからいただいた油がとどまっている
ので，誰にも敎えてもらう必要が無い」とヨ
ハネの第一の手紙2章27節で話している．そ
の油とは聖神を指すことである．聖神は神樣
であり，神樣を受ければ全ての事が分かるよ
うになると言った．
テレビを見るのにもMBCチャンネルを押

してこそMBC放送が出て，KBSチャンネル
を押してこそKBS放送が出る．このよう
に，神樣と人の心はチャンネルが合えば通う
のである．無線機で話す時も，周波數が合っ
てこそ互いに話が出來る．同じように神樣と
人間が話そうとすれば周波數が合わなければ
ならない．周波數を合わせずに外の考えをぐ
るぐる回していてはどれほど月日が經っても
恩惠どころか何もならない．周波數を合わせ
ろ! 周波數に合わせるということは神樣の心
を抱けということである．神樣の心と一致し
てこそ恩惠を受けることが出來る．
人がもともと神樣であった．人の中に神樣

の屬性が入っていると言うことを，私は科學
的，遺傳學的に立證している．誰にでも神樣
の氣性が人の中にある．强盜の中にも, 乞食
の中にも, 博士の中にも美しい良心がある．
良心は善良な靈で，善良な靈は神樣の靈で

ある．これは神樣の靈が人の中にあると言う
言葉になる．つまり，人はもともと神樣であ
ったという證據になる．心理學的に見ると
き, 人は自分が經驗した以外のことは考えら
れないのである．
ある人は，天國に行けば天使が白衣を着て

ガラスのような海で飛んで回ると非常に可笑
しい話をする．誰も天國に行ってみた人はい
ない．
人は死なない世界で生きた經驗がある血を

持っているので本能的に死ぬ事を嫌う．
私は人間が神樣であったと言うことを遺傳

學的に, 心理學的に論じている．この世の人
たちは, 誰も全てが死んでしまった．六千年
間, 誰一人殘らず，全てが死んで行った．人
が全て死んでしまうものなら，死を嫌がる心

が無くてこそ正常なのである．それでは，人
が死を嫌う心がどこから生じたかという心理
學的な反問を自らしてみようと言うのであ
る．人は誰も必ず死にながらも死を嫌う心が
あるのは，これは，人が死なない世界に住ん
でみた經驗がある血が流れているので死を嫌
う心がある．この事實を掘り出した人は今ま
で誰もいなかった．いくら立派な心理學の博
士でもこれ一つだけは掘り出すことは出來な
かった．
人が死を嫌う心は卽ち血の作用である．心

が血の作用であると言うことはこの世の中の
人たちが論じている．だから，A型の血を持
った人の心は細かく動くし，B型は少しずる
賢く社交的で，O型は强情で過激だ．血の作
用が心の作用である．死を嫌う心があるの
は，それは卽ち死ななかった世界に住んでい
た經驗がある血が人間の心の中にあるという
證據なのである．それ故に人が神樣の息子
で，神樣であったという聖書の話がピッタリ
合うのである．

人間の先祖は神樣
誰に限らず全ての人は父と母の血で作られ

た．父と母は，お祖父さんとお祖母さんの血
で作られ，さらに遡れば人類の先祖アダムと
イブと神樣の血で作り出された．それ故に，
全ての人間の中に神樣の血が入っている．だ
から，我われ人間の中に永遠無窮に生きた經
驗がある神樣の血が流れているので，死なな
い世界を憧れる本能的な心がある．これは,
人がもともと神樣であったという證據になっ
て餘りあるのである．このような話を聞いて
も悟ることが出來なければ致し方はない．
人が死なずに生き，永遠無窮に生きること

が聖書の目的であり，神樣の目的である．
ところで，人が何千年もの間死んでしまっ

たから，死ぬことが當然のように一度生まれ
て一度死ぬことは決まった理であるとパウロ
が話したが，この話は聖書の中に書いてはあ
るが神樣のお言葉ではない．聖書の話は連れ
合いのないものは一つもなく，全てが連らな
り合っている．
連れ合っているのがエホバのお言葉であ

る．死んで天國に行くというのは連れ合わな
い言葉である．だからこれは魔鬼の言葉であ
る．人が死ぬことになった動機をここで幾度

も詳しく論じている．今日，世界的に多くの
キリスト敎徒がいるが, 「善惡を知る木の實」
が何であるかを誰も知らない．
しかし, 私は「善惡を知る木の實」の正體を細

密に論じている．「善惡を知る木の實」の爲に
人が死んだ． 故に,「善惡を知る木の實」が卽
ち死を意味する．死が卽ち死亡の神で，死亡
の神が魔鬼であるから，魔鬼が卽ち「善惡を
知る木の實」である．

「善惡を知る木の實」というのは「私という主體
意識」を意味する
聖書は「善惡を知る木の實」を心に善と惡を

知ることになったと言った．「善惡を知る木
の實」を摘んで食べる前にアダムとイブは神
樣の形像で, 神樣の聖靈が充滿していた．神
樣は善良な神であられたので善をご存じない
はずが無かった．また，聖書は神樣が六日間
この世の萬物をお作りになられたが，お作り
になった全ての萬物が善良に見えたと語って
おられる．それ故に，「善惡を知る木の實」を
摘んで食べる前に善良な物だけを見ていたの
で善は知っていたと言うことである．「善惡
を知る木の實」を摘んで食べることで善と惡
を同時に知る事になったのではなく，惡をさ
らに知るようになったのである．だから，

「善惡を知る木の實」というのは惡をさらに知
らせる心なのである．惡を持つ心は惡い心で
あり，惡い心は魔鬼の靈なのである．從って

「善惡を知る木の實」が魔鬼であると言うのが
聖書の話なのである．「善惡を知る木の實」が
魔鬼なので，魔鬼がアダムとイブの中に入っ
たということである．
惡い靈である死の神，魔鬼の入る前にはア

ダムとイブの心の中には神樣の靈がおいでに
なっていた事である．又, 聖書は「汝らは神樣
の中で行なえ」と記しているが，この話は，
君たちは過去に神樣の中にあったという意味
が隱れており，現在，君たちは神樣の外にい
るという意味なのである．
もともと人間の主體靈は神樣のものであっ

たが, 「善惡を知る木の實」である魔鬼の靈が
入るようになって神樣の靈が魔鬼の獄に閉じ
こめられてしまって, 魔鬼が私という主體意
識になってしまった．
神樣を全知全能の神であると言えばその言

葉は神樣に對してはなはだ無禮をいうことに

なる．
もし，神樣が全知全能でいられるなら，自

分の息子が苦しみに遭い，死にたくないのに
死んで行くのを放置するわけがない． 無慈
悲な惡い神である．これでは前後の理屈が合
わないことになる．從って「私」という主體意
識が「善惡を知る木の實」なので私が行なう全
てが罪になる．私が考えても罪になり，步い
ても罪になるのである．はなはだしくは私が
祈ることも罪になるのである．祈りをするに
も神樣がおいでになり神樣が祈って下さらな
ければならない．だから，たとえ私がどれほ
ど多くのお米を孤兒院に持って行ったとして
も罪になるというのは，「私」という魔鬼が持
っていって寄付したからなのである．魔鬼が
行なうことは全てが罪になり，神樣がなさる
事は全てが善になる．だから，私は密室の中
で自分が魔鬼であることを知ったから, 反對
生活の鬪爭したのである．私が好む行動をし
なかった．眠ければ寢なかった．肉が食べた
ければ肉を食べず，キムチ，カクトキなど漬
物だけを食べた．
人間は，何と言っても食べたいものを食べ

ないことほど難しいものはない．そして，眠
いのに寢ないことはさらに難しい．私は30日
間一滴の水も飮まず，一睡もせず，斷食祈禱
を14回行なったのである．最後の斷食祈禱の
時にはガラス甁を細かく破いて敷き，30日間
そのガラスの上で膝をついて座ったが，これ
は死を覺悟した行動であった．半ズボンを履
いて座るから素肌にガラスが刺さって流血が
散り亂れて流れ出すのに，血はある程度流れ
ていって凝固して流血が止まった．30日間微
動だにしながったので今生きているのであ
る．だから，「私」と言うものを自ら殺したの
である．このコ－スを步んで今日の勝利者に
なったのである．勝利者は自分との鬪爭の中
で勝って神樣に甦った者，私だけでなく，皆
さんも全てが「勝利者」にならなければならな
い．これが神樣の唯一の目的である．
「勝利者」になるということは完全な神樣の
心を抱くということである．聖書も「汝等は
神樣の心を抱け」といっているように，實際
に生きている私たちが神樣の心を抱いてそれ
を成就することが神樣になる道である．
神樣の心を抱く者が卽ち神樣である．だか

ら, 皆さんの中に慾の支配を受けている良心
の釋放をさせて神樣にならなければならな
い．これはまた，「自分を捨てろ」という聖書
の話と同じなのである* 

飜譯: 尹金玉記者

The Victor’’s Words

The Bible says, “No one says neither is
here heaven, nor is there heaven, because it
is in your heart. Therefore, a high
mountain, a rough field, a thatched cottage,
or a palace, where God resides is heaven.”

Where God stays is heaven. Where the
dead go is not heaven according to the
Bible. So the Bible surely said that God is
for living ones, not for the dead.  

The qualification for entering to
heaven is that one should be reborn
as God.

Reinterpreting the word, “where God
resides is heaven” reversely, only God can
go to heaven, sinners cannot go to heaven.
This word is in Rome 6:23 of the Bible. It
says definitely that one dies due to sin. It
means that as one dies due to their sin,  if
one commits sin, they will go to hell.
Isaiah 34:16 writes, “Look in the scroll of
the LORD and read: None of these will be
missing, not one will lack her mate. For it
is his mouth that has given the order, and
his Spirit will gather them together.”

The learning in the world should be
reasonable. So the word that lacks her
mate is not the learning of the truth. So it
has an opposite meaning if one does not
have its mate, it is not the word of God.
God has an authority to pardon(赦) sin.
However, Genesis 3:3 records, “if one
commits sin, they will surely die.”
Because if one commit sin, they will die,
God told people not to commit sin.
Forgiving sin is the aim of God, if Jesus
had an authority to solve sin, whenever
those who revere Jesus, confess, “I believe
you”, they should not have died.
Considering 2000 years’ history of
Christianity, we can see that all people
who believed in Jesus died, Jesus did not
have the authority to remove sin. Matthew

16:21 and Mark 16:19 and so on record
that Jesus went to heaven three days later
since he died. If it is true, all those who
believed in Jesus should have been alive 3
days later since they died like Jesus did
and they had to go to heaven. So that Jesus
was buried in a tomb and lived 3 days later
is proved. 

The aim of the Bible isn’t dying
and achieving immortality.

By revealing the entire Bible, the man
who can teach why humanity dies and the
secret of immortality, is qualified as a man
to teach the Bible. The aim of the Bible is
immortality and going to heaven. There is
not a word in the Old Testament that
believing in Jesus is the qualification for
going to heaven. In the new testament,
there is a word of going to heaven, it is
“one is saved by being reborn as the Holy
Spirit.” It indicates, “be reborn as the spirit
of God.” The Holy Spirit is the spirit of
God, if one is reborn as the spirit of God,
they can become Gods. This means to
become God. Also the Bible has words,
“Act in God” and “Have the heart of
God.” However, present their conscious-
ness of ‘I’ is the spirit of Satan, they cannot
act in God. Only when ‘I’ become the
spirit of God, they can act in God. That is,
the word, “act in God” means “become
God.” Additionally, God said, “conceive
the heart of God”, but dogs cannot have
the heart of God though He teaches for 10
years. Likewise, before consciousness of
‘I’ is changed into the spirit of God, one
cannot conceive the heart of God.
Therefore, this word means, “to become
God.” So reading the Bible’s words, “be
reborn as the Holy Spirit”, “have the heart
of God”, and “act in God”, those who do
not know the deep truth, “become God”
are not qualified to talk about the Bible.

Originally, humanity was God. The Bible
writes that humans are the children of
God. Also, it says that Adam and Eve
have the image of God. If Adam and Eve
wore the image of God, it means they are
the same existence of God. Like this, the
Bible clearly write, though one graduates
from a theology college of 4 years,
graduate school of theology for 3years,
also go to Japan and graduate from a
theology college, and they go to America
and graduate from theology university,
they do not know about this fact. No
matter how hard one studies, they cannot
know about this fact. “Anointing teaches
you about all things” according to 1John
2:27. That oil is the Holy Spirit. The Holy
Spirit is the spirit of God. You can receive
the Holy Spirit from the man who received
the Holy Spirit. When you watch TV, only
when you tune the MBC channel, MBC
broadcasting comes out. Only when you
tune the KBS channel, KBS broadcasting
comes out. Like this, the spirit of God and
the heart of humanity can communicate
when their channels are the same.

When one says through radio receivers,
only if their frequencies is correct, they can
talk. Likewise, when God and people talk,
their frequencies should be correct.  If one
does not tune their frequency to the heart
of God and think of only other things, they
cannot receive the grace of God. Tune the
frequency to God. Tuning the frequency
means conceiving the heart of God. One
can receive the grace of God when their
heart correspond to the heart of God.  

The ancestors of humanity is
God

Everybody was created by their father
and mother’s blood. Their mother and
father were formed by their grandmother’s

blood and grandfather’s blood. Tracing
back continually, humanity was created by
their first ancestors, Adam God and Eve
God”s blood. Therefore, there is the blood
of God in every human. That is, as there is
the blood of God that lived forever, they
have an instinctive heart longing for an
immortal world. 

This is enough evidence that humanity
was originally God. Although one have
heard the words of this degree, if they does
not realize, they should go home. That
people live forever is the aim of the Bible,
the aim of God. However, as humans have
died for thousands of years, Paul said if
one was born once, their dying is a fixed
reason and humanity’s death is natural.
Although this word is in the Bible, it is not
the word of God. All the words of the
Lord have their mate in the Bible. The
word that one goes to heaven after death
does not have its mate. That is, that is the
word of Satan. In the Victory Altar, the
Savior exactly says the reason that
humanity dies every day. Today, although
there are a lot of Christians in the world,
they do not know what the forbidden fruit
is. However, This man told about the
identity of the forbidden fruit in detail. Due
to the forbidden fruit, humanity died. So
the forbidden fruit is just death. Death is
the spirit of death, the spirit of death is
Satan, Satan is just the forbidden fruit.

The forbidden fruit is conscious-
ness of ‘I’

The Bible says that Adam and Eve came
to know evil and good after eating the
forbidden fruit. Before they ate the
forbidden fruit, they had the image of God
and were full of the spirit of God. Because
the spirit of God is good spirit, they must
know about good. Also the Bible writes,
“God created all things for 6 days, they

looked good.” Therefore, as before they
ate the forbidden fruit, they saw only good,
they knew good. By eating the forbidden
fruit, they did not know good and evil at
the same time, but they came to know evil
more. That is, the forbidden fruit is the
mind that enables humanity to know evil
more. The mind to know evil is an evil
mind, an evil mind is the spirit of Satan. So
the forbidden fruit is Satan according to the
Bible. As the forbidden fruit is Satan,
Satan came into Adam and Eve. Before
Satan, an evil spirit, came into them, the
spirit of God existed in the heart of Adam
and Eve. Also, the Bible records, “Act in
God”, this word hides a meaning, “you
were in God in the past.” However, it
means that in the present, you are out of
God. Originally, the consciousness of ‘I’
of humanity was God, however, due to the
spirit of Satan, the forbidden fruit, coming
into God, the spirit of God was locked in
the prison of Satan, and Satan became
consciousness of ‘I’. Originally the
consciousness of humans was God, by the
spirit of Satan, the forbidden fruit, came
into them, the spirit of God was locked in
the prison of Satan, and Satan became
their consciousness of ‘I’. If one says,
“God was almighty”, that word hurls
abuses to God. 

Although God is almighty, if He let his
children suffer pain and die though they do
not want to die, He is merciless and an evil
God. It is not a logical word. So because
consciousness of ‘I’ is the forbidden fruit,
what I act is all sins. What I think is a sin,
though I walk, it is a sin. Although I pray,
it is a sin. Although one prays, God comes
to them and should pray instead of them.
Although ‘I’ sent 100 packs of rice to an
orphanage, it is a sin, because ‘I’, Satan,
sent rice. 

What ‘I’ act is all sins, what God act is all
good. So when This man was in the Secret

Chamber, as He knew that ‘I’ am Satan,
He strived to live a life in contrast of what
He wanted to live. This man did not do
what He liked. If This man was sleepy, He
did not sleep. If This man wanted to eat
meat, He ate gimchi. Not eating what one
wants to eat is very difficult. However, not
sleeping though one is sleepy is more
difficult. This man prayed for 30 days
without eating food, drinking water, and
sleeping 14 times. At the last fast prayer,
This man kneeled on the pieces of a glass
bottle wearing short pants for 30 days, He
did that at the risk of His life. As This man
kneeled wearing  short pants, the pieces of
glass were embedded in His naked legs, a
lot blood came out from His legs.
However, as blood coagulated, bleeding
stopped while blood came out to some
extent. As This man did not move at all for
30 days, He was alive. That is, He killed
‘I’ by Himself. Taking this course, This
man became a Victor. 

The Victor is the man who
overcame Himself through
fighting and was reborn as God 

Not only This man but also you should
become victors. This is the only aim of
God. To become a victor is having the
heart of God. The Bible says, “have the
heart of God.” In fact, conceiving the heart
of God and accomplishing the will of God
is the way that we become Gods. Those
who have the heart of God are Gods. That
is, only when you emancipate the
conscience that is ruled by desire in you,
you can become Gods. This is the same
word as the word of the Bible, “Throw ‘I’
away.”*

Translation : Angel Kim

One should have the same frequency of heart as God’s

神樣と周波數が合ってこそ生生命命ののみみ言言葉葉


